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10 年後（2028年）には、AI がどこまで広がると思いますか？Q.1

AI を搭載したロボットとの結婚が認められる13.0　87.0

人間とAI の間で戦争が勃発する18.2　81.8

人間はAI のおかげで完全に働く必要がなくなる18.8　81.2

社会問題の多くがAI によって解決する37.9　62.1

自我を持つAI が誕生する39.2　60.8

AI を搭載したロボットと人間が一緒に働く 73.2　26.8

仕事でAI を活用したツールを使うことが一般的になる 73.9　26.1

多くの産業でAI 活用が当たり前になる 74.3　25.7
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Q.社会問題の多くが
AI によって解決する

Q.人間はAIのおかげで
完全に働く必要がなくなる

参考・年代クロス
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73％が「10年後にはAI を搭載したロボットと人間が一緒に働く」と思うと回答
「AI との間で戦争が起こる」と思う人は何割？　

1,442 名を対象にした「10年後のAI、現在のAI」に関するアンケート結果を発表

行政書士や社労士などの難関資格対策および大学受驗対策のオンライン講座を運営する株式会社フォーサイ
ト（東京都文京区 / 代表取締役社長：山田 浩司）は、「AI ＝人工知能」について、10 年後の未来と、現在
の AI に対する意識を調査するアンケートを実施し、2018 年 4 月 25 日（水）に結果を発表します。弊社
は 4 月 21 日（土）に創立 25 周年を迎えました。AI を活用した学習指導システムの開発など、AI の研究
を進めていることから、一般の方がどのような意識を持っているかを調査しました。

【本件の概要】
① AI が 10 年後、どこまで広がりを見せ、人々にどのような影響を与えると思うかを調査。同時に、「AI
のことが分かっていると思うか」など、現在の AI に対する意識を 20 ～ 40 代の 1,442 名に聞いた。
②年代別、職業別でも集計し、特徴的な傾向が出たものを本リリースで紹介。全調査結果はフォーサ
イト HP（http://www.foresight.jp/company/r41/）に掲載しています。

「AI ＝人工知能」について、10年後の未来はどうなっていると思いますか？
　回答数：1,442 件（20 代：480 件、30 代 481 件、40 代 481 件）



Q.AI の勉強をする具体的な予定はありますか？

Q.あなたはご自身がこれからどのくらい、AI の勉強をしなければならないと思いますか？

Q.実際にAI の勉強をしたいと思いますか？

Q.自分はどれくらい、AI のことが分かっていると思いますか？

よく分かっている　　　
少し分かっている　　　
あまり分からない　　　
全く分からない

あまりする必要はない多少する必要がある 全くする必要はない

あまり分からない 全く分からない少し分かっているよく分かっている

かなりしたい 多少したい あまりしたくない 全くしたくない

かなり勉強したい　　　
多少勉強したい　　　
あまり勉強したくない　　　
全く勉強したくない

専業主婦

18.9
0.9

53.6

26.6

専業主婦

19.4
5.0

50.4

25.2

パート・
アルバイト

22.8

3.7

51.3

22.2

パート・
アルバイト

27.5

7.9

42.9

21.7

会社員
（技術系）

47.6

36.9

5.310.2

会社員
（技術系）

34.2 39.6

13.412.8

会社員
（事務系）

52.2

27.8

5.114.9

会社員
（事務系）

34.1
36.9

12.516.5
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ある ない

Q.自分はどれくらい、
AI のことが分かっている
と思いますか？

Q.実際にAI の勉強を
したいと思いますか？

参考・職業クロス

現在の AI に対する意識をお伺いしますQ.3

（単位：%）
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の質 49.5
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39.8
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幸福度

18.819.7

61.5

向上する　　　　変わらない　　　　低下する （単位：%）

今（2018年）と比べて 10年後（2028年）、
AI によって私たちの暮らしは変化すると思いますか？Q.2

Q.幸福度は変化する
と思いますか？

参考・未既婚クロス

20.1

17.3

62.6

既婚

17.5

60.5
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未婚

n=1,442

n=700 n=742

POINT
ポイント

・7 割以上が「10 年後には AI を搭載したロボットと人間が一緒に働く」と思っている。
・自我を持つ AI の実現、多くの社会問題の解決までは至らないと思う人が過半数。
・AI との間で戦争が起こるとまで思う人は少ないが、それでも約 2 割が実現すると予想。
・年齢が上がるにつれ、AI への期待度が下がる傾向。20 代は AI への期待度が他の世
代に比べて高い。
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POINT
ポイント

・生活、仕事の質については「向上する」と思う割合が高い。
・幸福度になると、「低下する」が増える。生活と仕事の質は上がっても、真の「幸福」
に繋がらないと思う人が多い？
・既婚者の方が未婚者より、AI が幸福に繋がると思う割合が高い。



Q.AI の勉強をする具体的な予定はありますか？

Q.あなたはご自身がこれからどのくらい、AI の勉強をしなければならないと思いますか？

Q.実際にAI の勉強をしたいと思いますか？

Q.自分はどれくらい、AI のことが分かっていると思いますか？

よく分かっている　　　
少し分かっている　　　
あまり分からない　　　
全く分からない

あまりする必要はない多少する必要がある 全くする必要はない

あまり分からない 全く分からない少し分かっているよく分かっている

かなりしたい 多少したい あまりしたくない 全くしたくない

かなり勉強したい　　　
多少勉強したい　　　
あまり勉強したくない　　　
全く勉強したくない
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かなりする必要がある
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Q.自分はどれくらい、
AI のことが分かっている
と思いますか？

Q.実際にAI の勉強を
したいと思いますか？

参考・職業クロス

現在の AI に対する意識をお伺いしますQ.3

（単位：%）
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■明治大学・高木教授プロフィール
高木友博　（明治大学 理工学部 情報科学科 教授）
計算型人工知能の一種であるファジィ理論の、世界でも屈指の権威であると同時に、マーケティング理論に
精通。マーケティング全体の高度デジタル化に関する先端的研究開発を行いつつ、産業界での戦略企画、プ
ロダクト開発にも携わっている。カリフルニア大学バークレー校客員研究員、松下電器産業、日本学術振興
会プログラムオフィサーなどを経て現任。工学博士。
「AI を活用した学習指導システム」などをフォーサイトと共同開発中。

■明治大学・高木教授のコメント
AI は既にさまざまな形で入り込んでおり、単純な知的活動は今後すべて AI に
置き換わります。遅くとも 20 年後には生活が一変し、社会構造や人材ニーズ
の変化は計り知れません。
使いこなすことは常識となり、ビジネス系では適用のため正確に指示を出せる
能力が、それに伴いエンジニア系はシステムの提供やデータ解析の能力が必須
となります。

POINT
ポイント

POINT
ポイント

・AI のことを「分かっている」と思う人は約 3 割しかいない。
・過半数の人が「勉強する必要性」は感じているが、実際に勉強したいと思う人は約 4
割に落ちる。
・具体的な学習予定がある人はわずか約 1 割となった。

・事務系と技術系での差異は小さく、技術系が抜き出て「分かっている」「勉強意欲が
高い」わけではないことが分かった。
・かえって文化系の人の方が、危機感も高く勉強に対する意欲も高い可能性も考えられる。

調査によると、学習予定がある人が非常に少ないですが、乗り遅れた人は、AI を競争力として味方につけ
られる人に、差をつけられることになるでしょう。
年代では、年配層の意識の低さは、管理職としての資質に問題が見えます。ビジネス書や雑誌は踏み込みが
表面的ではあるものの、時代のニーズを反映しており、技術系の場合それに触れることが少ない分、意識が
遅れている可能性があります。



■株式会社フォーサイト　会社概要

本社所在地：東京都文京区本郷 6-17-9　本郷綱ビル 1 階
事業内容：教育・学習支援業（資格・大学受験のオンライン講座、書籍出版、販売）　
取扱資格：行政書士、社労士、宅建、FP、簿記など　　
資本金：7,267 万円（資本準備金 2,767 万円）　設立：1993 年 4 月　代表者名：山田浩司　
従業員数：200 名（アルバイト・派遣・専任講師等を含む）　2017 年 6 月現在

■AI に関するアンケートを、オンライン学習のフォーサイトが行なった理由

・創立 25 周年を迎えた節目として

当社は 2018 年 4 月 21 日（土）をもって、創立 25 周年を迎えました。企業研修の会社として設立、通学
講座を経て、現在は通信教育の会社として、受講生が人生を豊かにするための「学び」をサポートしてまい
りました。社名に込めた「Foresight ＝先を見据える」を今後も体現していくため、AI に関する開発も進
めています。

・学び× AI の実現に向けて

これまで当社では、通信教育のメリットである「どこでも学べる」をさらに活かす E ラーニングをいち早
く取り入れるなど、学習環境の向上や更なるサービスの充実を図り、理想とする「学び」のあり方を追求し
てきました。現在、一人ひとりに合った環境を提供することで、より楽しく有益な「学び」を実現するため
に、様々な分野で活用の可能性が広がる AI テクノロジー（技術）に着目。最新の AI テクノロジーを使った
学習のパーソナライズ化に向け、研究を進めています。

・関連プレスリリース「資格試験対策の学習指導　AI で分析、提案」　https://goo.gl/nFxkTt

■ AI に関するアンケート調査概要

・調査方法 ：インターネットリサーチ　
・調査地域 ：全国　
・調査対象 ：20 ～ 49 歳の男女
・有効回答数 ：合計 1,442 サンプル
・内訳：20 代男性＝ 240 名、20 代女性＝ 240、30 代男性＝ 241 名、30 代女性＝ 240、
　　　　40 代男性＝ 240 名、40 代女性＝ 241 名
・調査日時 ：2018 年 4 月 2 日（月）～ 3 日（火）
・調査機関 ：株式会社フォーサイト（株式会社マーケティングアプリケーションズ「アンとケイト」を利用）
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